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   Thirty-one patients with various urinary tract infections were treated with Cephaloridine. 

A single dose of 500 mg was administered intramusculary for five to nine days and its results 

were evaluated. 

   In seven cases of acute cystitis, Cephaloridine was highly effective and bacteriological cure 

was obtained in five of them. 

   In twenty-four cases of various chronic urinary tract infections, Cephaloridine was effective 

in fifteen cases (bacteriological cure in four cases, improvement in eleven cases), but was not 

effective in the remaining nine cases. 

   Bacteriological study revealed that Cephaloridine was effective in the treatment of urinary 

tract infections caused by E. coli, Proteus,  Klebsiella, Staphylococcus and Enterococcus, and was 

not effective in those caused by Pseudomonas. 

   Cephaloridine sensi-disc test was performed on 119 bacterial strains isolated from the patients 

with various urinary tract infections and was found to be highly sensitive to E. coli, Enterococ-

cus and Staphylococcus, relatively sensitive to Proteus and  Klebsiella, and resistant to Pseudo-

monas. 

   Unpleasant side effects developed in two of the total sixty-one patients who were adminis-

tered Cephaloridine at our hospital. The reactions were rather severe revealing allergic ex-

anthema associated with facial edema, chill and dyspnea, but was subsided shortly after the 

administration of an anti-histamic drug.

1.緒 言

Cephaloridine(CER)は1945年Brotzuに よ

っ て イ タ リヤ ・サ ル ジ ニ ヤ 島 海 岸 で 分 離 され た

CephalosporiumAcremoniumが 産 生 す る 抗 菌

成 分CephalosporinCよ り 得 た 化 合 物7-Am-

ino-Cephalosporanicacidを 基 本 物 質 と し て 半

合成 された新抗生物質で,グ ラム陰性,陽 性の

球菌,桿 菌類に対 して殺菌的な強い抗菌性を持

つといわれている.

最近,わ れわれは鳥居薬品株式会社 より本剤

の提供を受け,諸 種の尿路感染症患老に使用す

る機会を得たので,そ の結果を報告する.
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∬.構 造および性状

Cephaloridineは 化 学 的 に は7-(Thiophene2-Ace-

tamido)-3-PiridiummethylCephalosporanicacid

で,そ の構 造 式 は 下 記 の ご と くで あ る.

_S

轡 ㌻1勲 …NOX

CIgHt704N3S2

Mo1.Wt.415.5

白色ないし類 自色の結晶で室温で容易に 水 に 溶 解

し,水 溶液は透 明であ る.

経 口投与では吸収 されに くいが,筋 肉注射では血中

濃度は30分 で ピークに達し,そ の後比較的急激に濃度

が低下 し,6～8時 間後には ほとん ど血中か ら消失す

るといわれ てい るが,腎 臓 中濃度が高 く,尿 中に も高

濃度に排 泄され,そ の回収率は注射後6時 間50%以 上

であ るので,尿 路感染症の治療上,有 効な抗生物質で

あろ うと期待 されてい る.

また,耐 性化の傾向は少な く,他 の抗生物質 との交

叉耐性 もみ られない といわれ てい る.

皿.臨 床分離細菌の感受性

Cephaloridineは グラム陽性菌お よび グラム陰性球

菌に特に強い抗菌力を示 し,グ ラム陰性桿 菌に対 して

も抗菌 力を持 ってお り,広 い抗菌ス ペク トルを もった

抗生物質であ ることが知 られ てい る.

試験管内での感受性検査の結果 と臨床効果 とが必ず

しも一致 しない ことは臨床医の しば しば経 験す るとこ

ろではあ るが,岩 季医大泌尿器科におけ る諸種尿路感

染症患者か ら分離 した119菌 株につい てdisc法 に よる

感受性検査を行なった結果は表1の 如 くで,本 剤 は

表1.尿 路感染症患者 より分離 された菌(119株)に 対す る感受性検査結果(Disc法)
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計 16115sl1311・62・1921741…1341ssl461731291・ ・3i1・31,,1,・8回1・ ・1・・143

感 受 性 率 151%,,%122%6,%1・ ・%38%・ ・%・.6%・.,%1・.1%
63%

E、coli,Enterococcus,Staphylococcusに 対 しては

高 率 に 感 受 性 を示 し,Proteus,Klebsiellaに 対 して

は ほ ぼ 半 数 に 感 受性 を 示 した が,Pseudornonasに 対

して は 悲 観 的 で,36株 中1株 に感 受 性 を示 した のみ で

あ った.

この 結 果 はMug91etoni)(1964),Stewart2)(1964)

中 沢 ・他6)(1965)に よ って 報告 され た 抗 菌 力検 査 の

結 果 に ほ ぼ 平 行 し てい る.

IV.臨 床 成 績

われわれは岩 手医大泌尿器科におけ る諸種尿路感染

症の31例 に対 して本剤に よる治療 を試みた,

患者の年令分=布は16才 か ら76才にお よんでいるが,

いずれ も成人 とみなされるため,投 与量は500mgを

1日1回 筋 肉内に注射 した.

ただ し,1例 にのみ例外 的に1日1回250mgの 筋

肉内に注射を行な った.投 与 期間 は原則 として5日 間

としたが,6日 間投与 した ものが3例,7日 間,9日

間の投与を した ものが各1例 づっ あ った,

治療効果の判定は,本 剤5日 間の連続筋注に よ り臨

床症状が消失 し,治 療後の尿培養で菌陰性 とな り尿検

査所見に も著 しい改善 を見た ものを著効,尿 培養に よ

り菌陰性 とはな らないが,菌 や膿球の減 少お よび臨床

症状の緩解を見た ものを有効,効 果 は不充分では ある

が尿所見お よび臨床症状にあ る程 度の改善を認めた も

のを"や や有効",何 ら効果を認めなか った ものを無
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効,の4群 に分けた.表2に 示す ごと く,5例 に著効,

われわれが治験 した31例 中,急 性膀胱炎の7例 では に治療効果 を認めた.
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2例 に有効で,全 例

表2.諸 種 尿 路 感 染 症 に 対す るCephaloridineの 効 果

症

例

1

2

3

4

5

6

7

8
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11
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17

18
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49♂
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456
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45♀
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〃

〃

〃

〃
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〃

〃
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〃

〃
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

TURP後 尿

路感染症
〃

〃

〃

〃

恥骨後式前
立腺別除術
後尿路感染
症

TURBt後

尿路 感染症
〃

投与
日数

5

〃

〃

〃

〃

　

250mg

5

5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5

〃

6

5

6

5

6

5

〃

5

〃

〃

〃

〃

9

5

7
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E.coli
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十

十

十

十
十
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Klebsiella→ 十
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E.coli帯

E,coli帯

Pseudomonas

{EnterococcusStaph.aureus

fE.coli措気

KlebsiellaA十

Staph.epidermidis十

投 与 後

Enterococcus 十

E.coli

{Enterococcus
Pseudomonas

E.coli

Proteus

十

十

十

Klebsiella

Pseudomonas

Pseudomonas

Proteus

Enterococcus

Enterococcus

E.coli

E.coli

Proteus

十

十

耕

十

十

Pseudomonas

Proteus

E.coli

Pseudomonas
Staph.aureus 十

E.coli 十

尿中
膿球

前

惜

柵

十

什

什

冊

帯

十

後

十

十

帯

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

症 状
頻尿
前1後

十

十

十

排尿痛
前1後

十

十

十

十

十

十

留置
カテーテル

十

十

十

十

留置
カテーテル

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

効果

著効

著効

著効

有効

著効

有効

著効

無効

無効

無効

著効

有効

有効

有効

やや
有効
やや
有効
無効
有効

無効

無効

著効
やや
有効無効

やや
有効
著効

著効

有効

無効

無効

有効

有効

副
作
用

残 りの24例 はいずれ も慢性尿路感染症に属す るもの

で,い ずれ も当初 よ り難治な ものと考 えられていた も

のであ る.

これ らに本剤を投与 した結果 は,ま ず慢性膀胱炎 の

7例 では著効1例,有 効3例,無 効3例,腎 孟腎炎 の

9例 では上部尿路結石を合併 または切石術施行後の症

例が多か ったが,著効1例,右 効1例,や や有効3例,

無 効4例 と,無 効の症例が半数近 くを 占めていた,

しか しTUR後 尿路 感染症の7例 では著効2例,有

効3例,や や有効1例 と高率 に有効で あ り,無 効な も
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の は1例 にす ぎな か った が,こ れ は 他 薬 剤 に は見 られ

な い好 成 績 で あ る とい え る.

31例 全 例 に つ い て は 著 効9例,29%,有 効9例,29

%,や や右 効4例,13%で,合 計22例,71%に 治 療 効

果 を 認 め,無 効 は9例,29%で あ った(表3).

つ ぎ に,検 出菌 別 の 本剤 の治 療 効 果 は,表4に 示 す

ご と くで,E.coli,Proteus,Klebsiella,Staphy-

lococcus,Enterococcusに 対 して は比 較 的 高 率 に有

効 で あ ったが,Pseudomonasに 対 しては,あ ま り効

果 は 期 待 出来 なか った.

表3.尿 路 感染 症 の 種 類 別に よるCephaloridine

の 効果

尿踊 染症の鱗 酬 葡 闘 矧 計

急 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

腎 孟 腎 炎

TUR後 尿路感染症

前立腺劉除後尿路感染症

計

5

1

1

2

0

9

29%

2

3

1

3

0

9

29%

0

0

3

1

0

4

13%

0

3

4

1

1

9

29%

7

7

9

7

1

他 の1例 は500mg筋 注約20分 後 に全身に発疹が出

現 し,眼 瞼充 血お よび呼吸困難を伴なったが,抗 ヒス

タ ミソ剤の投与に よ り間 もな く軽快 した.

本邦におけ る本剤の治験に関す る文献 より副作用に

関す る報告を み る と,石 井 ・他3)(1965)は 本剤の

500mg筋 注を行な った13例 中1例 に筋注5分 後 に顔面

紅潮 し,舌 の しびれ感,口 唇周囲部の掻痒 感,軽 度の

鼻 出血後の鼻汁流出,咽 喉部 の閉塞感な どを訴えたが

血圧,脈 搏には著変な く,抗 ヒス タ ミン剤の投与に よ

り軽快 した と報告 している.

一方大越 ・他4)(1965)の13例,中 川 ・他5)(1965)

の16例 ではいずれ もア レル ギー性の副作用 は認め られ

なか った と報告 してい る.

しか しなが ら,自 験例中の2例,石 井 ・他 の1例 に

ほぼ類似 したアナフ ィラキ シーない しア レルギー様の

症状を認めてお り,幸 い大事には至 らなか ったが,今

後,多 数の症 例に本剤を使用する うちには更に重篤な

副作用を起 こす症例の 出現 も予想 され ることで もあ る

ので,ペ ニシ リソ使用の場合 と同様,皮 内反応な どに

よる検査を行 な うべ きではないか と考 えてい る.

3i ▽1.結

表4.菌 種 別 に よるCephaloridineの 治 療 効果

菌 陶 酬翻鰯 計

語

検 出

E.coli

Proteus

Pseudomonas

Klebsiella

Staph.aureus

Staph.epidermidis

Enterococcus

5

1

0

1

1

1

0

3

3

O

0

1

1

1

1

O

2

1

0

0

0

4

2

3

0

O

0

O

13

6

5

2

2

2

1

V,副 作 用

以上の臨床31例 に対 してのCephaloridine使 用に

際 しては何 ら特記すぺ き副作用は認め られ な か っ た

が,報 告 した31例 以外に本剤を投与 した症例が30例 あ

り,そ の うちの2例 において,ア ナ フィラキシーない

しア レル ギー様 症状 を呈 したため投与 を中止 した.

1例 は本剤500mg筋 注約10分 後に突然悪寒戦慷,

呼 吸困難を起 こし,顔 面に発赤腫脹 が見 られたが,約

1時 間後に 自然軽快 した.

わ れ わ れ は岩 手 医 科 大 学 泌 尿 器 科 に お け る諸

種 尿 路 感 染 症31例 にCephaloridine1日1回

500mg筋 注 を5～9日 間 に わ た り投 与 し,次

の ご とき結 果 を 得 た.

1)急 性 膀 胱 炎 の7例 で は著 効5例,有 効2

例 で,全 例 に 治療 効 果 を 認 めた.

2)慢 性 尿 路 感 染 症 に 属 す る残 りの24例 で は

著 効4例,有 効7例,や や 有 効4例,無 効9例

で62%に 治 療 効 果 を 認 めた.

3)検 出菌 別 に よる 治 療 効 果 は,E.coli,

Proteus,Klebsiella,Staphylococcus,Entero-

COCCUSに 対 して は,比 較 的 高 率 に 有 効 で あ っ

たが,Pseudomonasに 対 して は低 率 で あ っ た.

4)諸 種 尿 路 感 染 症 患 者 か ら分 離 した119菌

株 に つ い て,disc法 に よ る 感 受性 検 査 を 行 な

った 結 果 で は,本 剤 はE.coli,Enterococcus,

Staphylococcusに 対 して は 高率 に 感 受 性 を 示

し,Proteus,Klebsiellaに 対 して は ほ ば 半i数

に 感 受 性 を示 したが,Pseudomonasに 対 し て

は36株 中,1株 に 感 受 性 を 示 し た の み で あ っ

た.

5)副 作用 と して は 治 験 成 績 を得 た31例 とは
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別 に,2例,注 射 後 間 もな く,ア ナ フィ ラキ シ

ー な い しア レル ギ ー様 症 状 を 呈 した た め 投 与 を

中止 した症 例 が あ っ た が,こ の 点 に 関 して は さ

らに検 討 を要 す る と考 え る.

(本論丈要 旨は,昭 和41年12月17日,日 本泌尿器科

学会第152回 東北地方会において演述 した.)
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